
1.発生動向 3．新型コロナウイルス感染症の段階適用状況
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＊「1.発生動向」の解釈について

・上段は圏域全体で一週間に診断した患者数
・下段は一つの定点（医療機関）において一週

間に診断した患者数
・下段の定点当たりの数値を表右側の判断基

準と照らし合わせて評価してください。
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対応状況 〇 ◎ ー

◎：複数対応中、〇：対応施設あり、ー：対応無し
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【 定点把握対象疾患 】
• インフルエンザは前週と同数の発生数です。

• 新型コロナウイルス感染症は前週より増加しました。

• Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎は前週より減少しましたが、

警報レベル継続中です。

• 感染性胃腸炎は前週より減少しました。

• 水痘は前週より増加し、注意報レベルに達しました。

【 集団発生情報 】

保育施設において、新型コロナウイルス感染症及び溶連菌（A

群溶血性レンサ球菌咽頭炎）、高齢者施設から新型コロナウイ

ルス感染症の集団発生がありました。感染対策に努めましょう。

【 感染症コラム ～劇症型溶血性レンサ球菌感染症～ 】
• 突然発症し、急激に進行する細菌の全身感染症（敗血性

ショック）です。

• 毎年100～200人の患者が確認されており、近年増加傾向

にあります。このうち約30%が死亡しており致死率が高い

です。

• 主な病原体はA群溶血性レンサ球菌（溶連菌）であり、子ども

で急性咽頭炎や「猩紅熱（しょうこうねつ）をきたす一般的な

細菌です。

• 明確な基礎疾患を持たない子供から大人、特に30歳以上

に多いのが特徴です。

• わずかな皮膚損傷（特に四肢）から侵入・感染しやすく、他に

は上気道感染、創傷や手術部位からの感染もありますが、感

染経路は不明な場合が多いです。

• 初期症状は疼痛、腫脹、 発熱、血圧低下等です。

• 急激かつ劇的に進行し、急性腎不全、多臓器不全等を引き

起こし、ショック状態から死に至ることも多いです。

国の基準に基づき、在院者数に応じた本県の段階（0～Ⅲ）を定め、段階に応じて即応病床数を

設定しています。


